
○米国では、主に人口が大幅に減少している中西部の工業地帯の地域中心都市において、ランドバンク（※１）が差押
不動産、空き家・空き地対策、人口減少地区の安定化に取り組んでいる。

○ランドバンクの基本的使命の一つは多様な販売・利用ツールを用いて「未納物件を納税物件に戻すこと」である。
○特に、2000年代に入ってミシガン州ジェネシー郡（中心都市はフリント市）に登場したGCLBA（Genesee County Land 

Bank Authority）は、主体的かつ多角的な事業展開をし、他地域から、ランドバンクのモデルとされている。
※１ 「空き地、放棄地、差押不動産を利用物件に転換することに特化した行政機関」と定義。ミシガン州とオハイオ州を中心に米国に少なくとも88のラン

ドバンクが存在(2013年当初時点）。組織形態として、①行政の外郭機関、②公的な使命を担う民間非営利組織、③行政内部のプログラム等がある。

（出典）「米国ミシガン州ジェネシー郡におけるランドバンクの担う差押不動産、空き家・空き地対策の研究」（藤井、大方、小泉：都市計画学科 都市計画論文集 vol.48 No3 2013年10月）を基に、国土交通省作成

＜ ミシガン州ジェネシー郡におけるGCLBAの場合 ＞

（図103）米国におけるランドバンクの取組（概要）

・税滞納
（delinquency）

↓

・税滞納追徴
（forfeiture）

↓

・税滞納不動産差押
（foreclosure）

○税滞納差押防止プログラム
（講座の受講を条件に、税滞納不動産

差押を受けた所有者の継続居住）

○自治体等による競売前購入
（州 → 自治体(市等) → ランドバンク

の順に実施）

○郡による税滞納差押物件の
競売（２回実施）

・競売方法①：
複数ロットの非一括化
（単独物件での競売）

・競売方法②：
複数ロットの一括化
（バンドリングして競売 注１）

※売却できない
場合（無償）

（注１）バンドリング物件は、GCLBAの申請に基づき、郡の
競売実施部局（Treasurer）が指定する。ジェネシー郡の
税滞納差押物件競売では、100を越えるロットがバドリン
グされることもある。

【バンドリングの対象となりうる要件】
①空き地 ②建物解体を行う必要のある物件
③居住者が現にいる物件 ④商業事業者が現にいる物件
⑤街区の半数以上が放棄されている物件 等
（バンドリング決定の理由は、①､②､③の順に多い）

1､2年度目

【税滞納～税滞納差押】

3年度目

【税滞納差押～
税滞納差押物件の競売】
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【物件取得～物件の販売・利用】

賃貸

建物付き販売

更地販売

空き地関連プログラム① （アドプト・ア・ロット）（adopt-a-lot、一時貸付け）

空き地関連プログラム② （空き地リース）

隣地居住者への優先譲渡（side-lot）
対象：境界線の75%以上を接する税滞納の無い住宅居住者
価格：敷地面積によらず25ドルを基本

概要：協定による無料の貸付け（１年更新）
地域の団体によるコミュニティガーデン、都市農業への利用

概要：無料の貸付け（２～５年更新） ※①に加えて2011年に新設
地域の団体等によるコミュニティガーデン、都市農業への利用

※ランドコントラクト販売（売主が買主に対してローンを用意する販売形態
が2012年には件数で44.3%までに伸びている（2015年は7.2%）

※住宅困窮者向けに常時85戸の賃貸住宅経営が行われている
（GCLBA創設時には想定されていなかったメニュー）

空き地関連プログラム③ （クリーン＆グリーンプログラム）

ランドバンク自らの事業参画 等

概要：団体当たり3,000～4,500ドルの管理料をﾗﾝﾄﾞﾊﾞﾝｸから受け取り、地域

の団体等が空き地を管理運営（緑地、菜園、運動スペース等への利用）
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